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1は じ め に

転作作物の収益性向上 栽培の安定化及び定着化をなか
るために,転換畑における作付体系を確立することが重要

である。

小麦一大豆の 1年 2作体系では,小麦の作期上 ,大豆の

播種期が 7月 上旬となる。そこで本試験では 7月 上旬播き

と,標準播き (5月 上旬)と の生育相の差異,及び 7月 上

旬播きの栽植密度について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)播種期と生育相に関する試験

1982年にライデン,ス ズユタカを供試し,5月 29日 ,6
月22日 ,7月 10日 の 3播種期で試験を実施した。播種様式

は,畦幅75昴 ,株間 103"1本立てとし,栽植密度はα当

たり1,000本である。

0)7月上旬播きにおける栽植密度試験
1982年にライデン,ス ズユタカ,1983年にライデン,ス

ズユタカ,東北82号を供試し,栽植密度は″当たり20本 ,

00本 ,40本 ,播種様式は ,畦1875昴 の条播とした。

3 試験結果及び考察

(1)播種期と生育相について

播種期と生育相について検討した結果を表 1,表 2に示

した。

表 2 成熟期における生育及び収量

播種期カシ0日 遅れることによって開花期は約 7日 ,成 熟

期は4日遅れた。一方,遅まきによって生育日数が短縮し

た。出芽から開花期までの日数は,5月 29日播きに比較し

7月 10日播きは23日前後短縮した。同様に開花期から成熟

期までの日数は8日前後短縮した。

播種期が遅れることによって,草丈短く,主茎節数 ,分

枝数が減少し,小粒となった。このため,5月 29日播きに

比較し7月 10日播きの全重は52%前後となり,収量は54%

前後に減収した。

●)栽植密度反応について
7月上旬播きでの栽鼈密度反応について検討した結果を

表 3に示した。1982年は,ほぼ目標に近い立毛本数を確保

できたが,1983年は播種後の強雨によって出芽が劣り,日

標栽植本数を下回った。

立毛本数が多くなると倒伏も大きくなる傾向にあり,ラ

イデンで″当たり30本以上 ,ス ズユタカで40本以上で倒伏

表 : は種期と開花,成熟期

品
種
名鶉 l

出芽期

(月 日)

開花期

(月 日 )

成熟期

(月 日)

ラ
イ
デ
ン

5 29

6 22

7 10

6  7

6 30

7  17

10 4
10 8
10 13

ユ

5 29

6 22

7 10

6  7

6 30

7 17

8  9

8 15

8 24

10 10

10 14

10 18

品
種
名澳

主茎長

(a“ )

主 茎
節 数

(負0)

分枝数

(本 )

茎 の
太 さ

(m)

稔 実
業数

(1本当 )

α当たり (″ )
勇
実署
(%)

百粒重

(夕 )

障害粒発生率的

全 重 子実重
同左比

(%)
紫斑病 裂皮粒

ラ

ノ
■
ア

ン

5 29

6 22

7  10

67 3

62 1

44 1

153

142

107

67
59
45

97

85
62

678

53 9

365

67 8

50 6

33 4

408

00 2

197

100

74

48

602

59 7

592

314

280

26 1

73

30

03

100

30

00

ズ

ユ
タ

5 29

6 22

7  10

709

66 8

437

172

159

119

69
65
49

114

90
72

98 2

65 7

487

80 5

57 3

43 9

45 4

320

266

100

70

5'

664

558

60,

27 6

260

23 7

33

20

03

87
30
20
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表3 生育及び収量

品

種

名療
1982 1983

毛
数
″

立
本
体

伏
度
側
程
主茎長

(")

総節数 全 重

(確 /α )

子実重

(″/α )

百粒重

(′ )

盤繊鰯
伏
度
倒
程

キ茎長 総飾数 全重

(″/α )

子実重

(″ /´ )

百粒重

(′ )(黙ξ) (ε認) (節″ )
ラ

ア
ニ

ア

ン

187
29 2

36 0

2

3

3

72 ,

74 0

75 6

600

61 6

628

332
334

38 6

260

25 9

246

10 7

168

18 4

2

2

3

529
55 9

58 0

422
54 5

598

252
322
326

270
274
27 1

20

30

40

191

29 0

38 5

1

1

2

789

83 6

84 8

72 5

72 3

79 5

3, 3

393

40 2

24 8

243
24 0

181

272

352

2

2

2

68 8

71 0

710

584

73'

795

96 0

96 7

1000

43 0

42 6

410

30 5

2' 3

29 2

20

30

40

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

196

270

344

1

1

1

452
510
515

316

425

473

43 3

50 2

53 9

248

278
284

32 9

32 5

328
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図 1 総節数と有効節数率,稔実奏数及び収量

が大きくなった。

各品種とも,立毛本数を多くなることによって主茎長が

長くなり,総節数も増加した。しかし,全重,子実重の増

加はほとんど認められなかった。このため,総節数と有効

節数率,稔実葵数,収量について図 1に示した。ライデン,
スズユタカとも総節数550～ 600節以上になると,有効節
数率の低下が大きく,総節数600節以上で稔実葵数の増加
が非常に緩慢であった。収量も稔実薬数と同じ傾向にあり,

総節数600節以上で収量増加は認められなかった。以上の

ことより, 7月 上旬播種の場合,″当たり総節数 600節 を

目標とした栽植密度が適当であると考えられる。

地上部乾物重と収量について図 2に示した。幼奏期の″

当たり地上部輸物重と収量についてみると,ラ イデンで300

′,ス ズユタカで400た′までは,地上部乾物重の増加にと

もない収量は増加したが ,これ以上では収量の増加は認め

られなかった。成熟期における″当たり地上部乾物重は ,

ライデンで550～ 600夕 ,ス ズユタカ700～ 800′ が適当

であり,これ以上の乾物重を確保 しても収量増加とならな

200  つ0 600
地 L部乾物重 (′ /″ )

図2 地上部乾物重と収量

:0       20       30       40

立毛本数 (本′″)

図3 立毛本数と収量

かった。以上のことより,地上部乾物重と収量の関係から,
幼葵期ではライデン300夕 ,スズユタカ400″ , 成熱期で

はライデン500～ 600夕 ,スズユタカ600～ 700夕 の地上部

乾物重を確保することが,生育目標の一つであると考えら

オτる。

立毛本数と収量について図 3に示した。ライデン,ス ズ

ユタカは,″当たり20本までは立毛本数を高めることによっ

て収量は増加したが,20本以上になると,倒伏などの障害
が発生 し,収量増加に結びつかなかった。これらのことか

ら,ラ イデン,ス ズユタヵの 7月上旬播きの栽植密度はグ

当たり20本が適当であると考えられる。

なお,生育量が小さく,栽植密度を高めても総節数の少

ない東北82号は,″当たり立毛本数344本でも稔実葵数及

び収量増加が認められ,7月 上旬播きの栽植密度は品種に
よって異なることが明らかになった。
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